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人の咽頭から摘出したClinostomum. sp. の一例
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ABSTRACT:A small trematode parasite proved to be Clinostomum. sp. was removed from the

larynx of a man with complaints of foreign body feeling and pain in larynx.

Case reports concerning Clinostomum infection in man have been described only in three

occasions by Yamashita (1938), Witenberg (1944) and Kamo (1962). Present case will be

fourth one of human infection.

Description of the present worm is based on a specimen fixed with 70% alcohol, stained

with Delafields hematoxylin and mounted in balsam.

The wormis linguiform, convex dorsally and concave ventrally in shape, and measures 3.03

mmin length and 1.25mm in the greatest breadth, providing with following characteristics in the

structures; The body surface is covered by numerous cuticular spines. Anterior extremity is

truncated and posterior rounded. Small oral sucker is found in the center of oral field and

leads into a oesophagus with bulbous enlargment at posterior. Caca is provided with many

lateral pouches. Well developed muscular acetabulum is situated ventrally at anterior fourth of
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body. Anterior and posterior testes lying at about posterior third of the body are triangular and
lobed measuring 0.350•~0.225mm and 0.385•~0.290mm respectively. Ovary (0.125•~0.081mm)

is located on the right of median line between two testes, and cirrus pouch on the right side

of anterior testes. Vitellaria extend along lateral margine of the body toward posterior extremity

and confluent behind posterior testes. The opeculated eggs measuring 0.106-0.119•~0.066-

0.070mm in size were kept from uterus. Mehlis gland and opening of genital atrium is not

recognizable.

The present specimen is closely related to Clinostomum but the definite identification must be

left to further investigation.

緒　　　　　　盲

稀でほあるが或程の寄生虫，特に吸虫類の一時的附

着や寄生による咽頭炎の症例報告がみられる・殊に近

束のレバノン共和国ではこの程の疾病がhalzounなる

名称で虹lられている．その原因としては幼君な班毎∫仁王otα

ム車㎡六cJ〔Ⅸhouri、1叩5〕・μtrrc脚βttImI劫かtt蒲打と

〔Kbouriり1905〕あるいほCt加∫加とum厩〔Ⅵ了itenberg、

1944〕のものが考えられている．我国でも先に山下

〔1938〕が一婦人の咽頭から得た　Ctな鋸∫わm㍑珊

romp，tβ椚tI六m〔Rudolphi）1819〕を，次いで加茂ら

〔1962〕がご／t那班t珊i描・せ，による咽頭炎の症例を報薯

している・

著者らほ最近咽頭梨物感，軒下痛を訴える長崎県下

の一患者からCt玩餌お沼㍑括・車・と同定される虫体を得た

ので報告する．

症　　　　　　例

患　者：尼○伊○乱　年令，54才・含・農業．

現住所：長崎県西放件郡長与村平本場郷・

住所歴：山比以来現住所に在住しo　他の土地に住ん

だことばない．

主，挿＝咽武郎左側の異物感，醍下浦・

軋病歴：椚不「‾t59年8月24口咽頭部左側に軽い捧輔を

児え，特に食物を恥下する時に増強する・又不快な口

臭〔石油のような具〕があるので近所の某医を訪れた

ところ，軟口蓋の左側に白い虫体があることを指摘さ

れピンセットでとってもらった・

［に1い血休は長さ約5御前後でよく動き，体長の約半

分位は粘膜下にくいこんでおり，ピンセットで摘山す

る時にかなり強くひっぱらないととれなかった．又局

所には軽い発赤が認められた．

出体を摘出してもらった後は上記の症状はまもなく

消火したが，精査のため当大学附属病院耳鼻科を訪れ

た．

発病以来，発熱，蔚痛，呼吸国難等の全身症状や

流通　耳痛等の症状にば気付かなかった．患者ほ発病

する約一週前に附近の池でとれたフナ〔大きさ約6～

21ごm〕の刺身を約2□きれくらい食べている．又その時

家族，友人等も一緒に食べているが他の人の中にほこ

のような症状を訴えたものほいない．又患者は今迄に

も毎年秋，池をさらえた時に何回も刺身を食べている

が上記の症状を訴えたのほ今回が始めてである・

既往歴：四，五年前に吐血があり，胃潰瘍の診断で

約一ケ月治療を受けたことがある．

現症：体格，栄養中等，貧血，黄虜は認められな

い．咽頭，口腔には発赤，腫脹等はない・脈牌整o　緊

張正常，頸部その他のリンパ腺腫脹なし，心，肺打診

上製常は認められない．腹部平坦果敢異常ほない．

肝o　牌はふれない．下肢に著変はない．「■j0VBs皮内

反応o FPT皮内反応は陰性である・

摘出　し　た虫体の記戟

虫体は既に摘判して一週間を経過し7ロ1左アルコ‐ル

で固定されていたので注油即寺の観察ば出来なかった．

止休は一部こわれているが一一様な厚さを持ちしかも明

かに背部は隆起し，鹿部ほ凹面を差している．以下そ

の特徴ほカルミン染色を行った虫体の圧平貯本による

ものである・
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虫体の長さは点□5m潤，巾は虫体の後三分の一のとこ

ろで最も広く1・25mmを示す．文頭部は戯形で前屈し，

後端はH昧をおびている。虫体の全表面は多数の小さ

な皮発射こよって被われ，虫体の前半部の体壁の上には

幾重にもかさなっているクテクラ層がみられる．

口腔域は虫体の前端にあり，その大きさほ0．185×

0′155冊を示す，そのほぼ中央には小さな口吸盤〔ロ．145

×D．125m班〕がある・続いて細い食道がありその末端は

球状〔直径□．ロ65描ガI〕に月影れている1

腸ほほどんど直角に二本に分岐するが，口腔域を遇

えるところから夫4虫体の後方に向いo　僅かに迂曲し

ながら殆んど後端近くまでのびている．又腸の巾ば虫

体の後三分の一あたりから急に広くなり，その最大巾

ほ0・25脚iである¢　この部分から脱の側践は一段と著し

くなるが，これら別技の先端はいずれも虫体の後方を

向いている・又腸の末端は細い管によってⅤ型をして

いる排泄嚢の二つの角に続いている．排泄嚢ほ後端か

ら°・25m刑のところにある排泄孔に開いている・

腹政男削ま大きさ0・ら別×〕．5ら3掛　楕「1形で虫体の前

五分の一の臆面に位置し，その吊、LEは筋肉質で放射状の

構造がみられる・

1冊
（l）（＿）（‾「‾‾‾‾．）（l）

『畳冨・且・CttnⅢtブ7nit肌申・

PhotOmicrographOft°talpreparation，Ventral

VleW．

虫体の後三分の一の部分には縦に並んでいる二偶

の華丸が大きな位置を占めている。前華丸は大きさ

0，55°×U・225m刑ではば三角形，葉状を呈し川］央線より

幾分右よりにある・又後華丸は大きさロ・585×□．294〃皿

で楕円形を呈し，はば中央にある．

卵巣は0．125×ロ．□81御Iの大きさで楕「］形，二偶の

寧丸r一路の中央線より左よりに位挺している¢

子宮は前章丸の右側から始まり，迂曲しながら腹吸

盤の直ぐ後までのびている．又子宮の中にほ多数の虫

卵が充満して前章丸と腹吸盤問の空間の大半を占め

る・

貯精嚢ほ前章丸の左側に位置し，大きさはD・210×

0・1〕5mmでその中には多数の精子が認められる．又メ

リス腺の形態及び吐抽門の開口部は明かに観察し得な

い・

卵黄巣は臨吸盤の後側から始り，両側をベルト状に

広がり，後華丸の後部から虫体の殆んど全域に広がっ

ている・

虫卵は一端に小蓋があり，大きさ　ロ。川ら～ロ・119×

［・J65～J工7°mm，卵殻は褐色で内容は分割球である．

F五訃　2・Morpbolo苫y of Ctt門口∫t抑とI膵，∫／た

（Ventralview〕

0・s：Oralsucker・Ph：Pharynx・Acet＝

Acetabulum．Ut：Uterus・Vit：Vitellaria．

Test＝Testis・Cirrp：Cirruspoch・0v・0vary・

Int‥Intestirle・Ex・V：Excretory vesic1e，
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常　　　　　、薬

Cli7I0St0mun（Leidy，1郎6〕はClino∫tOmidae〔Luhe，

1鋸1〕科のCttno油」Ⅵ言朋β〔Pratt，1902〕亜科に属する

吸虫で今日まで三十四種が報告されている・この虫の

メタセルカリアは数種の魚及び蛙の皮下又は筋肉等に

みられ，その成虫は通常水鳥の食道，咽頭及び口腔に

寄生する・虫体の特徴としては体が短く肉厚で，その

表面は小さな皮棘で被われる．食道は細くて短く，末

端は球状にふくらんでいる・ロ吸盤は小さいが腹吸盤

は筋肉質で著しく発達している．又脱は側杖をもって

いる．

二個の華丸は常に虫体の後三分の一のところに位置

し，卵巣は二偶の聾丸問の中央より左よりにある．生

殖門は前軍丸の前あるいは右側に開口している等々が

あげられる．

著者らが今回得た虫体の特故を上記のそれと比べる

と，虫体の形，皮棘のはえかた及び聾丸，卵巣の位

置，口吸盤及び腹吸盤の大きさ，形，又は食道末端の

膿み，腺の側枝等の特徴は全く同じである．これらの

事実からこの虫体はCtinよ紬mμmに属する虫体である

と同定される．

山口〔19∬〕はCtt花田紬mumに属する種類の中，我

匡Ⅰにその存在が確認されるものとしてC．抑坤肋融Itm

〔Rudolphi，1819りとC・maO宵inatum〔RudoIphi，1819り

の二柾をあげているt　両種ほその形態が非常によく似

ているがBraun〔1901〕は口吸盤及び腹吸盤の大きさ

や位置，卵黄巣の広がりかた，生殖門の開口部位が異

つていることをあげている。これに対し山口〔ユ955〕

はBraun〔1叩1〕があげている相違点の分類学上の価

値については疑いをもっていると述べている・

両種が独立種であるかどうかという点については今

後の研究に待たねばならないが，今回我々が得た虫体

は日銀盤が非常に小さい・腹吸鍛の後イ別には卵昔患邦

ないなど多くの点で　Rudolpbi〔1819〕が記載した

仁抑坤tαn血mによく似ている．その他分類上腹吸盤

の位置，メリス腺及び生殖門の開口部位が問題となる

が，前述した如く虫体が古く詳しい桓の同定までば不

可能であった書

寄生虫によって引起される人の咽頭炎の症状として

Khouri〔1905〕は端下田難，発生国巽臣，呼吸困難，

嘔気，流涙，耳痛，前額宿，光恐怖症あるいは咽頭痛，

二中背，鼻腔，結膜，唇の浮腫等の症状をあげている・

又Khouri〔1905〕は家鬼に非常に幼君なダ・極加蒲

及び乱鹿花励ttmtmを食わせて実験的に上記と同種の症

候群の発生をみている・Wa七son〔19S6〕及びAbdel

Eeriumらもこれを認めているが，これらの殴虫は完

全な成虫とならず幼君な形で咽頭に寄生し売血を来す

のであろうと述べている・又Witenberg〔1944〕も

Cttno∫如拙叫こよる　halzoun病の一例をみているが，そ

の他に蛭類〔エtm托α山花ttot加〕もその原因となり得る

であろうと述べている○

以上著者らは今回咽頭異物感，峠下痛を訴える長崎

県下の一患者からαt和郎tomμ徽碑．と同定される虫体を

摘出した．α玩鮎加視けnの人体寄生例としては今迄山

下（1958），Witenberg〔1944〕及び加茂ら〔1962〕

の三例の報告があるが，患者はいずれもメタセルカリ

アを持っている淡水魚を生食して発病している・この

例においても患者は附近でとれたフナ　〔Cα相∫∫tu∫′

脚即∫tu∫〕の刺身を食べ約）週間後に発病している．

今後長崎県下での中間宿主の調査が必要であろうン

稿を終るに当り在日指導，御校閲をいただいた恩師片

峰大助教授に深甚の謝意を表します．又虫体鑑別に際

し勧教示をいただい北海道大学獣医学部山下次郎教授

及び御協力をいただいた，長崎県西彼杵郡長与村の長

沢八郎博士に感謝致します．
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